
『第９回日野川水系大規模氾濫時の減災対策協議会』を開催しました。

令和３年６月１７日(木)
日野川河川事務所

【概要】
この協議会は、日野川水系における大規模な浸水被害に備え、「逃げ遅れゼロ」「社会経済被害の最小化」「防災意

識の向上」等を目標として、市町村や県と連携・協力となって取り組む「日野川流域の減災に係る取組方針」を策定し
ています。
この度、当初策定時（平成28年）に対象期間としていた５年の整備が完了したため、今後の５年（令和３年度〜７

年度）に実施する取組の確認を行いました。

【令和3年度の主な実施予定】
■ハード対策
１．堤防整備

■ソフト対策
１．多機関連携型タイムラインの運⽤
２．マイ・タイムラインの作成⽀援
３．要配慮者利⽤施設の避難確保計画

の作成の促進・避難訓練の実施

web会議の様子 【開催日】
令和3年6月3日（木）

【参加機関】
米子市、日吉津村、
南部町、伯耆町、
鳥取県危機管理局、
鳥取県米子県土整備局、
鳥取地方気象台、
倉吉河川国道事務所、
日野川河川事務所

325 □ タイムラインのレベル移行の検討 ◎ ◎ ◎

326 □ タイムラインのレベル移行の周知 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

327 □ 災害警戒本部の設置検討・準備 ◎ ◎ ◎

328 □ 職員の参集 ◎ ◎ ◎

329 □ 災害警戒本部の設置 ◎ ◎ ◎

330 災害対策に関する会議の開催 □ 会議資料の作成 ◎ ◎

331 □ 本部設置検討・準備 ◎ ○ ○ ○
鳥取県は大雨・洪水警報を基に体制をとるとの回答

からレベル1からレベル３へ移動（河川課回答）

332 □ 本部設置 ◎ ○ ○ ○ 〃

333 □ 本部設置を周知 ○ - ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

334 □ マスコミからの問合せ窓口設置 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

335 □ 本部設置検討・準備 ◎ ◎ ◎
自衛隊・警察・消防は大雨・洪水警報を基に体制を

とるとの回答からレベル1からレベル３へ移動

336 □ 本部設置 ◎ ◎ ◎
自衛隊・警察・消防は大雨・洪水警報を基に体制を

とるとの回答からレベル1からレベル３へ移動

337 □ リエゾン受入れ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

338 □ リエゾン派遣 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

339 防災エキスパート等の要請 □ 防災エキスパート等の要請 ◎

340 建設業協会、測量設計業協会への出動要請 □ 各協会への連絡 ◎

341 □ 体制の調整・検討（警戒体制Ⅱ） ◎

342 □ 体制の調整・検討（第二配備） ◎

343 □ 体制の調整・検討（第二配備（警戒体制）） ◎

344 □ 体制の調整・検討（警戒体制（2）） ◎

345 □ 職員の所在確認 ◎ ◎ ◎

346 □ 職員の動員指示 ◎ ◎ ◎

347 □ 配備・動員完了の報告 ◎ ◎

348 □ 機関内防災体制の確認 ◎ ◎

349 □
社員避難、家族安否確認

社内外待機
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

350 □ 現地従事者の退避 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

351 □
全般・地方・鳥取県気象情報、台風情報、台風進

路予報、週間予報の確認
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

352 □

危険度分布の確認、雨雲の動き（高解像度降水

ナウキャスト）、今後の雨（降水短時間予報）の確

認

◎ ○ ○ ○ ○

353 台風シナリオの確認 □ 台風シナリオの確認 ◎ ○ ○ ○ ○

354 □
水位・雨量情報の確認（川の防災情報、鳥取県

防災情報、とりネット等）
○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

355 □
降雨後の水位上昇が急な河川の水位情報氾濫

情報を発信
○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

356 □ 県の水位周知河川の相互情報共有 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

357 □ 現場巡回による情報収集 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

358 □ 気象台からの発表情報の確認 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

359 □ 市町村へ伝達 ◎

360 □ 市町関係機関・団体への伝達 ◎ ◎ ◎ ◎

361 □ 市町庁内への伝達 ◎ ◎ ◎ ◎

362 □ 住民への伝達 ◎ ◎ ◎ ◎

363 □
周辺住民への情報伝達

（県または住民から通報を受けた場合）
◎ ◎ ◎ ◎

364 □
県及び市町で情報を共有

（状況に応じて共同で点検実施）
◎ ◎ ◎ ◎

365 □
県、中部消防局、警察その他の関係機関からの

情報収集
◎ ◎ ◎

366 □ 市民等からの災害情報の確認 ◎ ◎

367 □ 被害の状況及び応急措置の概要調査 ◎ ◎

368 □
報告様式による災害状況報告(災害現場写真、

位置図)
◎ ◎

369 □
各実施部班の収集した災害情報の共有（庁内Ｌ

ＡＮ、安否確認・参集システム等）
◎ ◎

370 □ 災害情報の取りまとめ ◎ ◎ ◎

371 □ 議会への報告 ◎

372 □ 庁内各部局から被害情報を収集・整理 ◎
大雨警報や洪水警報を基に実施するとの回答が

あったためレベル２からレベル３へ移動

373 □
県警戒本部（全体）、県対策本部会議モニタリン

グ
○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

374 □

幅広い被害情報の収集（一般被害情報：浸水面

積・戸数（内水・外水）、孤立住民、人的被害、マ

スコミ情報収集）

◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

375 □ 内水被害の発災監視 ◎ ○ ○

376 □ 一般被害状況等情報の確認 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

377 □ 公共土木施設（管理施設）災害被災状況の確認 ◎ ○ ◎ ○

378 □
浸水被害の想定（内水・外水：無堤部浸水状況、

排水機場、ポンプ稼動状況））
◎ ○ ○ ○ ○ ○

379 □
危険水位対応の想定（雨量予測、洪水予測、潮

位予測）
◎

380 □

県本部及び県支部(又は危機管理局及び中部総

合事務所地域振興局)への一般被害等の報告

（速報）（メール）

◎ ◎

381 □
一般被害等の報告（中間報告：概ね3時間ごと、

7、10、14、18、22時）
◎ ◎

被害情報の収集

被害想定

災害情報の国（消防庁）又は県への報告

②配備及び動員 機関内防災体制の確認

従業員の安全確保

③情報収集伝達 気象・台風情報の収集

雨量及び水位の情報収集 

気象注意報・警報の収集

警報及び気象情報の伝達

土砂災害の前兆現象などの情報伝達

災害情報収集

タイムラインの運用 タイムラインの立ち上げ・レベル移行

①組織体制 警戒本部の設置

災害対策本部の設置【自治体】

※もしくは警戒本部等

災害対策本部の設置【自治体以外の機関】

※もしくは警戒本部、災害対策連絡室等

リエゾン体制の確認
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防災行動項目 実施状況チェック欄 役割

備考
第1階層 No. 第2階層

チ

ェ
ッ
ク

◎：主体的な行動、情報の発信
○：行動の支援・協働、情報収集、伝達

・避難判断水位超過・中小河川の氾濫による浸水発生のおそれ・暴風域内(風速20m/s以上)・台風情報・気象情報・大雨(浸水害・土砂災害)警報・洪水警報・暴風警報・洪水予報（氾濫警戒情報）・水防警報（指示）

天神川水害タイムライン（令和元年度版）【詳細版】 〔タイムラインレベル3〕

「何をするか」

• 行動は、階層別に記載

• 既存の防災計画等と整合性
を踏まえて防災行動を整理

「いつ」

• 防災行動を行うタイミング(TLレベ
ル毎に発表情報や状況を整理)

「誰が」

• 担当機関の防災行動の役割を表示

◎：主体的に行動する機関

○：支援または協働する機関

多機関連携型タイムラインのイメージ

＊多機関連携型タイムラインとは、河川の特徴に応
じた多様な防災行動を対象として、多くの関係機関が
連携して作成・運用する

いつ 何を

マイ・タイムラインのイメージ
＊マイ・タイムラインとは自分自身がとる標準的
な防災行動を時系列的に整理し、自ら考え命を守
る避難行動のための一助とするものである


